
                                 

教育目標（私たちの目標） 「ふるさとの大地で 知性を磨き 心を耕し 体を鍛えよう」 

令和７年度 江別市立中央中学校 学校だより 第７号           令和７年９月８日発行 （１） 

 本年４月に３年生で実施しました「全国学力・学習状況調査」の結果がまとまりましたので、その概

要をお知らせします。すでに、３年生の個人の結果につきましては、生徒を通じてご家庭にお配りして

います。本校では調査結果を踏まえ、今後も生徒の学力向上に向けた教育計画や授業改善に取り組みま

す。保護者の皆さまには、３年生に限らず、各家庭においても家庭学習の一層の充実や生活リズムの安

定に向け、ご指導いただきますようお願いいたします。 

〈全国と比べて正答率の高い問い〉 

言葉の特徴や使い方に関する事項〈知識・技能〉 

◎３三 「しきりと」の意味として適切なものを選択する。  

正答率 65.2％ 

〈全国と比べて正答率の低い問い〉 

書くこと〈思考・判断・表現〉 

●１二 ちらしに「会場図」を加えた目的を説明したも

のとして適切なものを選択する。 

    正答率 78.5％ 
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 国 語  全国の平均正答率と比較して「同程度」の結果でした。 

横軸は全 14問中の正答

数、縦軸は人数の割合 

中央中だより



         
 

                        

令和７年度 江別市立中央中学校 学校だより 第７号          令和７年９月８日発行 （２） 

令和７年度重点「全ての生徒に安心と笑顔を 自律する生徒」の育成 

 昨年度の生徒質問紙調査からも課題が見られた項目でしたが、今年度も課題が見られました。１時間未満

の学習時間の生徒が 50.9％（昨年度 38.4％）と半数以上の生徒が１時間未満という状況であり、家庭学習が

十分に身に付いていない（主体的に家庭学習に取り組んでいない）生徒が大変多い実態が明らかになりまし

た。また、家庭学習では、主体的に計画的に学習できていない実態も見られます。 

学校独自のアンケート結果から 66.4％（昨年度 47.8％）の生徒が平日に２時間以上、SNS 利用や動画視聴

をしている結果も明らかになりました。帰宅後の生活習慣の改善が必要です。ご家庭においても、進路や未来

を見据えて、毎日の生活習慣・学習習慣について、ご家庭であらためてご指導をお願いいたします。 

 生徒質問紙調査  家庭学習に対する意欲や取組に課題が見られます。 

正
解 

３ 

「
何
度
も
」 

正解 ４  

「展示する作品と体験コーナーの内容や配置を

伝えるため」 



                                

教育目標（私たちの目標） 「ふるさとの大地で 知性を磨き 心を耕し 体を鍛えよう」 

令和７年度 江別市立中央中学校 学校だより 第７号           令和７年９月８日発行 （３） 

 数 学  全国の平均正答率と比較して「下回っている」結果でした。 

〈全国と比べて正答率の高い問い〉 

数と式〈思考・判断・表現〉 

◎６（２）３ｎと３ｎ＋３の和を２（３ｎ＋１）＋１と表し

た式から、連続する二つの３の倍数の和がどん

な数であるかを説明する。  

正答率 26.4％ 

〈全国と比べて正答率の低い問い〉 

データの活用〈知識・技能〉 

●５   ある学級の生徒４０人のハンドボール投げ

の記録をまとめた度数分布表から、２０ｍ以

上２５ｍ未満の階級の相対度数求める。 

     正答率 28.9％ 
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横軸は全 15問中の正答

数、縦軸は人数の割合 

正解  

０．２５ 

説明（例） 

「連続する２つの３の倍数の和は、奇数である」 



                                 

 本校では、全国学力・学習状況調査やNRT標準学力検査の結果、７月に実施した教職員の中間反省・生徒

アンケートをもとに「学校改善プラン」を策定し、生徒の学習や生活、授業の改善に向け、組織的・計画的に

取組を進めます。本校生徒は部活動や放課後活動に熱心に取り組み、基礎・基本についてはおおむね定着して

いる生徒が多いものの、身に付けたい資質・能力が不十分な生徒も少なくない状況にあります。 

①小中一貫教育の取組を進め、系統的な指導・一貫した指導・相乗的、補完的な指導に努めます。学習規律

スタンダードや教科系統表を用い、校区内で連携し「基礎・基本の確実な習得」に努めます。 

②習熟度別少人数指導（数学）、チャレンジテスト等を有効に活用し、学習指導の改善に努めます。また、

個別最適な学びの充実に向けて、ICT の効果的な活用を前提とした対話による価値交換のみならず、知

識及び技能の徹底した反復により、授業改善を進めて参ります。 

③昨年度より導入されている AIドリルを活用し、家庭学習支援の充実に努めます。また、学習者用コンピ

ュータの活用や記録化されたデータをもとにした教育相談の実施など学習・生活習慣の改善を進めてい

きます。 

部活動や放課後活動に熱心に取り組んでいる本校生徒ですが、学力向上を目指し、各種取組を推進させて

参りますので、ご家庭でのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

正解 

令和７年度重点「全ての生徒に安心と笑顔を 自律する生徒」の育成 

令和７年度 江別市立中央中学校 学校だより 第７号           令和７年９月８日発行 （４） 

 理 科  全国の平均正答率と比較して「同程度」の結果でした。 

〈全国と比べて正答率の高い問い〉 

エネルギーを柱とする領域〈知識・技能〉 

◎３（２）抵抗に関する知識を、手掛かりに、身近な電気回

路に抵抗がついている理由を選択する。 

正答率 88.2％ 

〈全国と比べて正答率の低い問い〉 

エネルギーを柱とする領域〈思考・判断・表現〉 

●３（１）設定した仮設が正しい場合の実験結果の予想

を選択する。  

正答率 24.2％ 


